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第２回総合計画審議会 序論・基本構想に対する意見等への対応 

 

指摘概要 対応方向 

第２部 第２章 第２節 基本方針１、政策２子どもが健やかに育つまち 

自然豊かなまちであることを活かし「外から人が訪れる」

「宿泊、観光でお金を使ってもらう」ことももちろん大事で

すが、「自然豊かなまち」をそこに住む人達が誇りに思い、

大切にし、子ども達に伝え、幸せに暮らすことを実感する

という視点も大事であると思います。 

人のつながりをつくりだすことや人を育てることは、時間

と手間が掛かりすぐにお金に結びつかないかもしれませ

んが、愛着や幸福感につながると思います。 

 ・地域と子どもが「身近な自然」を通じてつながれる場所

の整備、安全を保つこと、そのような場所を見つけてい

けるような取り組み。また、地域と子どもの橋渡しになれ

る人材の育成。 

 ・地域の自然に子どもが触れていけるような場所がそれ

ぞれの園、学校も周りにあり、その場所や自然（景色や

道、田畑など何気ない風景も含む）をその地域の人た

ちと共通の認識が持てる取り組みがあるといいのでは。 

 ・子どもを育てることが「園」や「学校」にだけ任されるの

ではなく、地域で学べる、育てることのひとつに「身近な

自然から」があればいいにでは。実際に園だけに任さ

れたのでは、多忙さとその地域に関する蓄積が不十分

なためできないと思われる。 

 

Ｐ19 の 10 行目 「地域とのかかわりを通じてふるさとへ

の愛着を育み…」 

Ｐ19 の 20 行目「地域で活動する様々な団体等と連携し

た子育て支援…」 

これらの意味の中に「自然と子どもの関わり」の視点も

入るといいのではないかと思います。 

 

どうかすると、どこにでもあるような、どれも実現できない

ような文言が並びがちになるとは思いますが、一つでも子

どもに伝わる実践がこの文の内容にあるように望みます。 

お金と継続していく時間と、多くの方の理解が「子ども

がまちに愛着を持つ」のに必要かもしれませんが…。 

Ｐ21 の 35 行目に幼少期からの自然体験に関

する記述を追記します。 

 また、今後実施する各施策の中で取り組んで

まいります。 

 

修正前 

再生可能エネルギーを導入するなど、脱炭素

の取組を進めるとともに自然環境の保全・再生

や環境体験学習の推進、資源循環型社会の構

築など、循環共生型のまちづくりを進めます。 

 

修正後 

 再生可能エネルギーを導入するなど、脱炭素

の取組を進めるとともに自然環境の保全・再生

や資源循環型社会の構築など、循環共生型の

まちづくりを進めます。また、幼少期から身近な

自然に触れる場や機会を創出するなど、環境体

験学習を推進します。 

第１部 第２章 第１節 ひと（地域・子ども・教育・文化・スポーツ）に係る課題 

Ｐ４の 26 行目「地域ぐるみで守り育てることができる環境

をつくる…」 

 子ども達には地域での体験学習を多くし、地域の人、産

業、歴史に触れるよう工夫する。（田んぼの作業では、手

作業の苦労も知る必要があるが、機械化された場面も是

非経験して欲しい。）（作物や製品が世の中のどこでどの

ように消費され、役立っているか学ぶ工夫が必要） 

 御意見については、今後実施する各施策の

中で取り組んでまいります。 

 Ｐ５の 23 行目「いきいきとした高齢者の暮らし等の観点

からも社会人に学びなおし…」  

 御意見については、今後実施する各施策の

中で取り組んでまいります。 
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指摘概要 対応方向 

 全ての世代に学びなおしの機会を提案する。（子育て世

代に学びなおしの機会を提案することで、子ども達の心身

ともに健やかな育ちにつなげる）（高齢者は健康寿命の延

伸につながるように機会を提供する） 

  

 

 

総合計画策定委員会での修正事項 

 

指摘概要 対応方向 

第１部 第２章 第１節 ひと（地域・子ども・教育・文化・スポーツ）に係る課題 教育・文化・

スポーツ 

 Ｐ５の 13 行目「トイレ改修、施設の老朽化対策」 

 トイレ改修は、前期計画期間内にすべて完了している。

また、施設の老朽化については、令和２年度に「東近江市

学校長寿命化計画」を策定し、施設の長寿命化を進めて

いく。 

Ｐ5 の 13 行目「トイレ改修、」を削除し、「老朽」を

「長寿命」に修正します。 

 

修正前 

子どもたちが安心して学ぶことができる環境を

つくるため、校舎等の学校教育施設について

は、トイレ改修、施設の老朽化対策、GIGA スク

ール構想への対応など快適な学習環境を目指

して引き続き学校施設等の改修が必要です。 

 

修正後 

子どもたちが安心して学ぶことができる環境を

つくるため、校舎等の学校教育施設について

は、施設の長寿命化対策、GIGA スクール構想

への対応など快適な学習環境を目指して引き

続き学校施設等の改修が必要です。 

 

第１部 第２章 第２節 くらし（健康福祉・市民生活）に係る課題 市民環境 

 Ｐ７の 1 行目「自己負担の」 

 医療費に対する助成であり修正が必要。 

 

Ｐ７の 1 行目「自己負担の」を削除します。 

 

 

 


